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令
和
３
年
度
東
久
留
米
市
一
般
会
計
補
正
予
算
案（
第　

号
）お
よ
び
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

１３

者
医
療
・
介
護
保
険
の
３
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、令
和
４
年
度
東
久
留
米
市
一
般
会
計
予
算
案
お
よ

び
３
特
別
会
計
予
算
案
な
ら
び
に
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
は
、
予
算
特
別
委
員
会
で
５
日
間
に
わ

た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
３
面
上
段
で
は
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
、
４
・
５
面
上
段
で
は
歳
出
を

中
心
と
し
た
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ででででででででででででででででででででででででででででででででででのののののののののののののののののののののののののののののののののの審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査

　

４
面
へ
続
く

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
議
長

を
除
く
全
議
員
で
構
成
し
、
島

﨑
清
二
委
員
長（
自
民
ク
ラ
ブ
）、

関
根
光
浩
副
委
員
長（
公
明
党
）

の
下
で
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
３
年
度
の
補

正
予
算
案
の
審
査
の
後
、
４
年

度
当
初
予
算
案
の
総
括
説
明
お

よ
び
こ
の
説
明
に
対
す
る
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歳

出
を
中
心
と
し
た
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

４
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
は
、
重
点
施
策
は
設
け
ず
、

当
市
と
し
て
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
上
で
も
持
続
で
き
、

さ
ら
に
発
展
で
き
る
市
政
運
営

へ
と
転
換
す
る
た
め
の
予
算
と

位
置
付
け
、
事
務
事
業
全
般
に

わ
た
り
精
査
を
行
い
編
成
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
方
針
と
し
て
、
陰
歳
入

の
見
積
も
り
に
つ
い
て
は
、
経

済
情
勢
を
的
確
に
把
握
分
析
し
、

税
制
改
正
の
動
向
等
を
十
分
勘

令
和
４
年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派

令
和
４
年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
のの

意
見
表
明

意
見
表
明
・・
賛
否
討
論

賛
否
討
論（（
要
旨
）

要
旨
）

　

３
面
～
５
面
の
上
段
に
掲
載
し
た
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
３
月　

日
の
本
会
議
で

２８

令
和
４
年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
面
～
５

面
の
下
段
で
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
各
会
派
の
賛
否
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
の
う
ち
収
入
が　

億　

万
８

１１

１４１

千
円
、
支
出
が　

億
９
１
９
６

１８

万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
委
員
会
で
の
総
括
説
明
に
対

す
る
質
疑
か
ら
】

質
問 
市
長
就
任
か
ら
短
期
間

で
の
予
算
編
成
と
な
っ
た
こ
と

に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

市
長　

市
長
就
任
ま
で
の
間
、

前
市
長
の
方
針
の
下
、
予
算
要

求
等
が
一
定
な
さ
れ
て
い
た
た

め
、
あ
え
て
変
え
る
こ
と
は
し

な
か
っ
た
が
、
次
の　

年
へ
の

５０

ま
ち
づ
く
り
の
礎
を
築
く
上
で

重
要
な
取
り
組
み
に
係
る
予
算

に
つ
い
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す

べ
く
、
見
込
ま
れ
る
歳
入
に
合

わ
せ
、
予
算
規
模
を
極
力
拡
大

し
な
い
よ
う
留
意
し
調
製
し
た
。

　

短
期
間
で
あ
っ
て
も
予
算
を

調
製
で
き
た
の
は
、
い
か
に
工

夫
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す

る
か
職
員
が
考
え
て
く
れ
た
こ

と
が
、
最
大
の
要
因
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　

必
要
な
事
業
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

向
け
取
り
組
み
つ
つ
も
、
効
率

的
・
効
果
的
に
行
っ
て
い
く
こ

と
を
念
頭
に
、
私
自
身
も
先
頭

に
立
っ
て
改
革
・
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

 

次
の　

年
へ
の
ま
ち
づ
く

５０

り
の
礎
を
築
く
政
策
を
！

　

昨
年　

月
に
就
任
の
富
田
市

１２

長
の
最
初
の
予
算
で
あ
り
、
総

括
代
表
質
問
で
市
政
運
営
の
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
答
え

て
い
た
だ
い
た
。

　

私
た
ち
自
民
ク
ラ
ブ
の
考
え

は
、
次
の　

年
へ
の
ま
ち
づ
く

５０

り
の
礎
を
築
く
上
で
重
要
な
政

策
は
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
、
と
い
う

市
長
の
考
え
と
同
じ
で
あ
る
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

案
は　

億
３
６
０
０
万
円
、
前

４５０

年
度
比　

％
、
２
億
１
６
０
０

０.５

万
円
の
増
で
あ
り
、
歳
出
で
は
、

前
年
度
比
で
、
民
生
費
が
２
億

１
２
２
１
万
９
千
円
増
、
衛
生

費
が
１
億
６
９
８
４
万
円
増
、

土
木
費
が　

億
７
２
１
５
万
２

１０

自
民
ク
ラ

自
民
ク
ラ
ブブ
千
円
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
な
歳
出
の
増
加
要
因
は
、

民
生
費
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
増
加
、
衛
生
費
が
柳
窪
け
や

き
森
の
広
場
土
地
購
入
お
よ
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
の
費
用
の
増
加
、

土
木
費
が
都
市
計
画
道
路
の
整

備
、
自
転
車
等
駐
車
場
整
備
事

業
の
推
進
な
ど
で
あ
る
。

　

歳
入
で
は
、
前
年
度
比
で
、

市
税
が
５
億
９
２
１
８
万
６
千

円
増
、
地
方
交
付
税
も
３
億
９

２
０
０
万
円
、　

・
１
％
の
増

１３

と
な
る
ほ
か
、
税
連
動
交
付
金

の
多
く
を
占
め
る
地
方
消
費
税

は
７
千
万
円
、　

％
の
増
を
見

３.１

込
ん
で
い
る
。
建
設
事
業
債
は

５
億
８
３
２
０
万
円
減
の
３
億

７
１
１
０
万
円
、
臨
時
財
政
対

策
債
が　

億
９
９
０
０
万
円
減
、

１１

結
果
と
し
て
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
は
全
体
で　

億　
１７

５４１

万
７
千
円
、　

％
で
７
４
２
０

４.５

万
５
千
円
増
に
と
ど
め
、
財
政

調
整
基
金
も　

億
円
以
上
の
水

２０

準
を
保
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
第
５
次

長
期
総
合
計
画
策
定
に
係
る
主

要
指
標
の
推
計
の
人
口
フ
レ
ー

ム
に
よ
れ
ば
、
今
後　

年
間
に

１８

生
産
年
齢
人
口
が　

％
以
上
の

１７

減
少
と
い
う
厳
し
い
将
来
予
測

を
踏
ま
え
、
次
の　

年
の
ま
ち

５０

づ
く
り
の
礎
を
築
く
こ
と
は
大

変
重
要
で
あ
る
。　

年
、　

年
、

１０

２０

　

年
後
の
公
共
施
設
の
在
り
方

５０に
つ
い
て
は
、
基
礎
自
治
体
と

し
て
維
持
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
の

見
直
し
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
も
差
し
迫
る
中
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し

お
よ
び
未
来
志
向
に
よ
る
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
適
切
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
中
、
ど
の
よ

う
な
形
で
の
業
務
継
続
が
可
能

か
が
抜
本
的
に
問
わ
れ
、
世
界

で
は
、
直
接
対
面
の
サ
ー
ビ
ス

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

一般会計および特別会計予算額

増減率令和３年度
当初予算額

令和４年度
当初予算額区　　分

０.５％４４８億２,０００万円４５０億３,６００万円一般会計
３.１％２５２億３,５３０万２千円２６０億２,０４０万円特別会計
３.２％１１５億２,５３９万６千円１１８億９,２４３万３千円国民健康保険特別会計
６.９％３３億４,０７０万円３５億７,０２６万円後期高齢者医療特別会計
１.８％１０３億６,９２０万６千円１０５億５,７７０万７千円介護保険特別会計
１.４％７００億５,５３０万２千円７１０億５,６４０万円合計

基金の状況

備　　　考増　減　額令和３年度末
現在高見込

令和４年度末
現在高見込区　　分

繰入金
１２億２,４３７万６千円△１２億２,４２８万５千円４０億９,４２０万４千円２８億６,９９１万９千円財政調整基金

繰入金　０円１千円３２万３千円３２万４千円減債基金

△４億５,３９１万４千円２５億３,２７０万９千円２０億７,８７９万５千円特定目的基金

繰入金　０円３千円６,８７２万４千円６,８７２万７千円ふるさと
創生基金

繰入金　０円３万円８億７,４７８万７千円８億７,４８１万７千円公共施設等
整備基金

繰入金
　３億８,７１８万円△３億６,７１５万６千円９億２,９９６万８千円５億６,２８１万２千円みどりの基金

繰入金　０円３千円７,６１９万５千円７,６１９万８千円自転車等駐車
場整備基金

繰入金
　　７,８８０万７千円△７,８７９万８千円２億７,５３９万１千円１億９,６５９万３千円都市計画

事業基金
繰入金
　　１,５０５万３千円△１,５０５万２千円２,２４８万７千円７４３万５千円教育振興

基金

繰入金　０円６千円１億７,５７９万５千円１億７,５８０万１千円郷土美術館
建設基金

繰入金　０円７０５万円９３６万２千円１,６４１万２千円森林環境
譲与税基金

繰入金
　１７億５４１万６千円△１６億７,８１９万８千円６６億２,７２３万６千円４９億４,９０３万８千円合計

※△はマイナスを表します。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を

活
用
し
た
非
接
触
型
サ
ー
ビ
ス

に
移
行
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、

社
会
全
体
の
効
率
性
・
利
便
性

を
高
め
る
こ
と
で
市
民
の
利
便

性
と
行
政
の
効
率
性
の
向
上
が

同
時
に
進
む
。

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
り
効

率
性
・
利
便
性
を
高
め
、
行
政

コ
ス
ト
を
削
減
し
な
が
ら
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支

援
拡
充
を
望
む
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
お
い
て
、
市
の
努
力

と
市
民
の
協
力
に
よ
り
、
大
き

な
混
乱
を
招
か
ず
、
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。
感
染
症
対

策
が
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
と
大
き

く
変
わ
り
、
経
済
と
の
両
立
を

図
る
局
面
に
な
っ
て
き
た
。
私

た
ち
自
民
ク
ラ
ブ
も
、
市
長
と

共
に
次
の　

年
を
見
据
え
た
政

５０

策
を
進
め
て
い
く
。

　

以
上
意
見
を
述
べ
、
一
般
会

計
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
他
３
特
別
会
計
予
算
案

お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
予
算

案
に
は
特
に
意
見
を
付
す
こ
と

な
く
賛
成
す
る
。
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次
の　

年
を
見
据
え
た
未

５０

来
志
向
の
予
算
を
評
価

　

昨
年　

月　

日
に
就
任
の
富

１２

２８

田
竜
馬
市
長
に
と
っ
て
、
初
の

定
例
会
、
予
算
審
査
と
な
っ
た
。

就
任
わ
ず
か
の
期
間
だ
っ
た
が
、

市
長
の
決
意
と
次
の　

年
に
向

５０

け
た
強
い
思
い
が
伝
わ
る
予
算

編
成
で
あ
っ
た
と
感
じ
た
。

　

市
長
が
公
約
に
掲
げ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、

感
染
防
止
対
策
の
取
り
組
み
等

公

明

公

明

党党
を
評
価
す
る
。
所
信
表
明
で
掲

げ
た
次
の
３
つ
の
重
点
的
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取

り
組
み
が
提
案
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
。

本
市
の
人
口
急
増
に
合
わ
せ
て

整
備
さ
れ
た
多
く
の
公
共
施
設

が
老
朽
化
し
、
順
次
更
新
を
迎

え
る
。
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
担
当
課
長
の
創
設
は
、
市
長

の
取
り
組
み
の
反
映
で
あ
り
、

課
題
解
決
へ
の
一
歩
の
始
ま
り

で
あ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
東
久
留
米
市
を

見
据
え
、
既
存
施
設
の
複
合
化

や
集
約
化
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
に
耳
を
傾
け
、
新
た
な
公
共

施
設
の
再
編
成
を
目
指
す
未
来

志
向
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
公
共
施
設
の
適
正
配
置
の

検
討
の
在
り
方
に
つ
い
て
庁
内

で
の
議
論
開
始
の
表
明
も
、
課

題
の
解
決
へ
の
前
進
と
捉
え
、

そ
の
議
論
を
期
待
す
る
。

　

次
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の

転
換
に
つ
い
て
。
４
月
よ
り
組

織
体
制
を
整
備
し
、
人
に
優
し

い
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
す
と
し

て
い
る
。
令
和
５
年
８
月
の
市

民
課
窓
口
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
本

下水道事業会計予算額

増減率令和３年度
当初予算額

令和４年度
当初予算額下水道事業会計

３.７％２２億９,２１０万１千円２３億７,５７６万８千円収入
収益的収支

１.４％２２億６,２０６万６千円２２億９,３７０万９千円支出
８４.２％５億９,７９８万２千円１１億１４１万８千円収入

資本的収支
２９.６％１４億６,０３８万円１８億９,１９６万５千円支出

案
し
た
上
で
、
さ
ら
に
精
度
を

向
上
さ
せ
た
年
間
収
入
見
込
額

を
見
積
も
る
こ
と
な
ど
５
項
目
、

隠
歳
出
の
見
積
も
り
に
つ
い
て

は
、「
財
政
健
全
経
営
計
画
実
行

プ
ラ
ン
」
に
示
し
た
事
項
は
、

年
次
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
確

実
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。
事
業

実
施
に
伴
う
必
要
経
費
は
、
特

定
財
源
の
確
保
お
よ
び
実
施
体

制
と
実
施
手
法
の
さ
ら
な
る
精

査
を
行
い
、
一
般
財
源
を
抑
制

す
る
こ
と
な
ど
８
項
目
、
韻
普

通
建
設
事
業
の
要
求
に
つ
い
て

は
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
お
よ
び
施
設
整
備
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
沿
っ
て
要
求
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
施
設
の
現
況
等
か
ら

優
先
順
位
を
変
更
す
る
場
合
は

関
係
所
管
と
調
整
し
、
施
設
整

備
の
内
容
等
も
精
査
し
た
上
で

要
求
す
る
こ
と
な
ど
２
項
目
、

吋
基
金
の
活
用
等
に
つ
い
て
は
、

財
政
調
整
基
金
は
、
災
害
発
生

時
や
年
度
中
の
資
金
繰
り
に
備

え
一
定
額
の
積
み
立
て
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た

上
で
、
処
分
規
定
に
沿
っ
て
適

切
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
２
項

目
、
右
外
部
評
価
等
の
反
映
に

つ
い
て
は
、
学
識
者
・
公
募
市

民
等
の
視
点
か
ら
実
施
し
た
外

部
評
価
の
結
果
お
よ
び
施
策
評

価
・
事
務
事
業
評
価
結
果
の
方

向
性
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ

て
予
算
反
映
す
る
こ
と
、
宇
特

別
会
計
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
に
準
じ
て
適
切

に
見
積
る
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

４
年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
３
６

４５０

０
０
万
円
で
前
年
度
比
２
億
１

６
０
０
万
円
、　

％
の
増
で
あ

０.５

り
、
３
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た

総
額
は
、　

億
５
６
４
０
万
円
、

７１０

前
年
度
比　

億　

万
８
千
円
、

１０

１０９

　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
下

１.４水
道
事
業
会
計
は
、
収
益
的
収

支
の
う
ち
収
入
が　

億
７
５
７

２３

６
万
８
千
円
、
支
出
が　

億
９

２２

３
７
０
万
９
千
円
、
資
本
的
収

格
稼
働
を
目
指
し
、
予
算
も
計

上
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
運
用
効
果
に
つ
い
て
も
大

い
に
期
待
す
る
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
に
つ
い
て
。
思
い
っ
き
り

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
を

増
や
す
こ
と
、
妊
産
婦
や
母
親

の
孤
立
感
や
負
担
感
が
高
ま
る

中
、
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援

の
充
実
を
一
番
に
掲
げ
、
多
胎

児
家
庭
支
援
の
拡
充
な
ど
支
援


